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機能強化に必要となる施設整備、防音工事等の予算措置
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【平成３０年度 主要事項】

○ 平成３０年度予算では、飛行経路の見直しに必要な航空保安施設、誘導路等の施設整備、ＣＩＱ施設整備、環境対策事業
（新規）を実施。

環境対策事業（新規）

Ａ滑走路

Ｃ滑走路

際内トンネル整備

駐機場整備

空港アクセス道路改良

連絡道路整備（空港側取付部）

①

①

③

③

②

飛行経路の見直しに必要な施設整備（平成30年度概算要求額712億円の内数）
①航空保安施設整備 ②誘導路新設
③進入灯整備 等

②

②

川崎市

②

②

（凡例）
■： 国際線
■： 国内線
■： 機能強化関連事業

第２ターミナルビル

第１ターミナルビル

国際線ターミナルビル

ＣＩＱ施設整備

国内線東貨物地区

国内線西貨物地区

駐機場整備

施設整備

羽田空港の機能強化に伴い、
以下の環境対策を実施

① 新たに基準を見直し、学
校・保育所等の防音工事
に対して助成

② 航空機の騒音を常時モニ
タリングする騒音測定局
の増設



過去の開催実績（東京都、神奈川県、埼玉県の合計）
第1フェーズ：平成27年7月～9月 16会場、約6,000人
第2フェーズ：平成27年12月～28年1月 18会場、約5,100人
第3フェーズ：平成29年1月～5月 16会場、約2,300人

〇 羽田空港機能強化について、できるだけ多くの
方にご理解頂けるよう、11月以降、第4巡目とな
るオープンハウス型住民説明会を順次開催。

・東京都：計13ヶ所 ・神奈川県、埼玉県：計３ヶ所

〇 これまでに説明してきた機能強化の必要性、実
現方策等に加え、昨夏に策定した「環境影響等
に配慮した方策」の進展等に加え、新飛行経路
に関する詳細な情報提供や落下物対策の検討
状況を示していく。

〇 今後も、関係自治体と相談しながら、新飛行経路
運航開始までの間、住民説明会の開催等を通じ
た丁寧な情報提供を行っていく。

南風時 Ｂ滑走路出発

■豊島区

西部区民事務所
1/27（土）

■北区
北とぴあ
11/19（日）

■渋谷区
恵比寿社会教育館
12/20（水）

■練馬区

光が丘ＩＭＡ
1/13（土）

■江戸川区
タワーホール船堀
11/23（木・祝）

■江東区

アリオ北砂
1/24（水）

■新宿区

新宿駅西口広場
1/18（木）

■戸田市

上戸田地域交流センター
1/21（日）

■さいたま市
サウスピア
1/31（水）

北風時 Ｃ滑走路出発

■目黒区

目黒区総合庁舎
2/3（土）

■中野区

なかのZERO西館
美術ギャラリー
12/16（土）

凡 例

到着経路（好天時）

出発経路

到着経路（悪天時）

※経路の点線は約6,000ft以上を想定

■港区
品川インターシティホール棟
12/6（水）

■板橋区
向原ホール
2/17（土）

■品川区

大崎ニュー・シティ
11/29（水）

■大田区

京急蒲田駅
11/1（水）

■川崎市

川崎区役所大師支所
11/15（水）

＜これまでに開催したオープンハウス型の説明会の様子＞
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引き続きの丁寧な住民説明会の開催について（平成29年11月～）



新飛行経路の詳細な情報提供について

好天時の例

想定される運航
経路

これまでお示しして
きた飛行経路

○旋回部分（カーブ部分）について、航空機の運航に合わせ、
一定の幅で曲線により提示

想定される航空機の運航経路（イメージ）

○ 住民説明会においては、新飛行経路の旋回部分（カーブ部分）について、シミュレーションにより想定される航空機の
運航経路や飛行高度を新たに情報提供する。
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○騒音軽減の観点から、着陸地点を南側に
移設し、最終直線部分の飛行高度を引き
上げることについても情報提供

着陸地点の移設

飛行高度
引き上げ
約20m

3°

飛行高度の引き上げ
※概略参考図。別途、滑走路の

傾斜部等の考慮が必要。

旋回部分
（カーブ部分）

の拡大

注１）羽田南風時の新到着経路の旋回部分（カーブ部分）について、シミュレータを使用してシミュレーションを実施中。

注２）上図の距離（黒字）は、これまでお示ししてきた飛行経路と現時点でのシミュレーションにより想定される航空機の運航経路との距離の差を表したものであり、追加的に実施しているシミュレーション結果次第では、変更
の可能性あり。

注3）上図の距離（赤字）は、羽田南風時の新到着経路の旋回部分（カーブ部分）について、シミュレーションにより想定される航空機の運航経路の幅を表したものであり、追加的に実施しているシミュレーション結果次第では、
変更の可能性あり。

A滑走路 C滑走路

約150m

約180m
約180m

約190m

約300m

約370m



落下物対策の強化について（現在検討中の事項）
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事案発生時の対応強化外航社も含めた未然防止策の徹底

（１）あらゆるチャネルを通じた未然防止策の徹底

① 外航社も含めた航空会社に対し、羽田空港の
乗入れ航空会社等の会議において、適切な整
備・点検を徹底するよう、繰り返し指導
② 国・航空機メーカー・本邦社との会議に、新たに
外航社を招集した上で情報共有
③ 多国間の国際会議で乗入れ各国に対して注意喚起

（２）駐機中の機体チェックの強化

① 空港管理者による新たなチェック体制の構築
② 外国航空機に対する検査の強化
－ 今後検査回数を増加する
際に、成田、羽田を重点化

（１）情報収集・分析の強化

（２）航空会社に対する処分等の検討

① 全国の空港事務所等に対し、落下物情報の報告
について再度徹底 （警察にも協力依頼）
② 事例を踏まえた原因分析の強化
③ 原因者特定方法の充実・強化

落下物の原因者である航空会社（本邦社及び外
航社）に対して処分等を行う方針。具体的な内容や
手続きを検討中。

① 救済制度（保険）の加入促進
※加入状況：成田９割、羽田６割

② 見舞金制度の創設

（３）補償の充実

○ 落下物対策については、住民説明会での意見を踏まえ、総合的に対策を整理、充実させていく。

○ 今後、関係者との調整を進め、新飛行経路の運用開始までに対策を実施する。
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環境影響等に配慮した方策の進捗状況について



環境影響等に配慮した方策 概要（2016.7.28 第４回協議会）

○ 飛行経路の見直し等により羽田空港の機能強化を図る際には、関係自治体からの要望や住民意見等も踏まえ、環境影響
等に配慮し、以下の方策を実施。

環境対策

安全対策

引き続きの情報提供

・騒音の要素も組み合わせた着陸料金体系による低騒音機の導入促進

運用の工夫

ICAO ( 国際民間航空機関)

国交省航空局

日本への
乗入れ

必要に応じて
是正要求

外国航空会社 外国航空会社

外国航空当局

監査

審査
指導

監査

・安全監督等に引き続き万全を尽くし、羽田乗入航空会社に対して安全対策
の徹底の要請

・落下物未然防止に引き続き万全を尽くすとともに、未然防止策の強化

・ホームページや特設電話窓口の活用、市民窓口の

設置など、引き続き丁寧な情報提供の実施

・騒音測定局の設置等による騒音影響に関する監視

及び情報提供の実施

強度 × 頻度 × 当該強度・頻度の発生時間数
【dB】 【回数/時】 【時間/週】

南風時新経路 15時～19時
北風時新経路 7時～11時30分

15時～19時
※切替時間を含む ・学校、病院等の防音工事実施基準の見直し

【騒音測定局】

新飛行経路案（南風時） ・南風時の新到着経路に係る進入開始

高度の引き上げ

・B滑走路出発機便数の削減

・北風時の新出発経路に係る運用時間

の後ろ倒し

・現行経路に係る騒音軽減方策の実施

※単価など詳細は調整中新料金体系（イメージ）

騒音値

料金

＋

最大離陸重量×単価（現行は2,400円）

最大離陸重量

料金

航空機ごとの騒音値に応じた
新たな料金体系を付加
（騒音値-定数）×単価
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環境影響等に配慮した方策の取組状況について

環境影響等に配慮した方策 取組状況

運
用
の
工
夫

新飛行経路について、以下の方策を実施。

・南風時の新到着経路に係る進入開始高度の引き上げ

・Ｂ滑走路出発機便数の削減

・北風時の新経路に係る運用時間の後ろ倒し

騒音影響に配慮した運用について、以下をはじめとして具体化を
進め、本年11月からの住民説明会（第4フェーズ）において情報
提供。

・新飛行経路の旋回部分（カーブ部分）について、シミュレーショ
ンにより想定される航空機の運航経路の具体的なイメージを提
示。

・南風時の新到着経路の着陸地点を南側に移設し、最終直線部
分の飛行高度を引上げ。

現行経路について、北風時の現行到着経路に係る富津
沖海上ルートの更なる活用。

富津沖海上ルートの活用のため、その運用比率を高めるための
対策の平成30年度実施に向けた準備を進める。

技術の進歩に応じた騒音影響の軽減。 引き続き技術進歩を取り入れながら検討を行っていく。

環
境
対
策

羽田空港の国際線着陸料について、低騒音機の導入を
促進する料金体系へ見直し。

本年4月より、騒音要素を組み合わせた料金体系を開始。

学校・病院等の防音工事の助成制度について、その基
準を見直し。

・防音工事の基準の見直しに係る制度改正の今年度実施に向け
て調整。

・来年度からの防音工事着手に向けて概算要求。
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環境影響等に配慮した方策の取組状況について

環境影響等に配慮した方策 取組状況

安
全
対
策

・安全監督等に引き続き万全を尽くし、羽田空港に
乗り入れる航空会社に対して安全対策を徹底の要
請

・落下物未然防止に引き続き万全を尽くすとともに、
未然防止策の強化

・落下物対策については、住民説明会での意見を踏まえ、総合的に
対策を整理、充実させていく。今後、関係者との調整を進め、新飛行
経路の運用開始までに対策を実施する。

・本年1月に新たに外航も含めて安全対策を依頼しており、引き続き
更なる安全対策の徹底を要請。整備点検時の留意事項に関するパ
ンフレットを作成し、配布予定。

・本年3月に成田で空港会社及び国の職員によるチェックを開始。羽
田でも国の職員によるチェックを今後実施予定。

引
き
続
き
の
情
報
提
供

機能強化方策の進捗状況について、今後とも引き
続き、関係自治体に情報提供を行う。

各都県連絡会（東京都は本年7月に幹事会を実施）の場も活用して、
上記を含めた進捗状況について、情報提供を実施。

ホームページや特設電話窓口の活用、市民窓口の
設置など、引き続き丁寧な情報提供を実施

・本年11月以降、住民説明会（第4フェーズ）を実施予定。

・特設電話窓口の拡充、常設型情報発信拠点の設置、移動型情報
発信拠点の活用など、丁寧な情報提供を実施中。

・飛行コース公開システム改修による情報提供機能の充実。（平成31
年度運用開始予定（一部は平成28年度末に実施済））

新たに騒音測定局を設置すること等による騒音影
響に関する監視及び情報提供。

・騒音測定局の10局増設に向け、周辺の騒音環境の調査を実施中。

・来年度からの測定局増設に向けて概算要求。
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